
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

一

11年 間の 経年調査 に み る色 の 好み とパ ー ソナ リテ ィ との 関係

　　　　　　　　　　一 トー ン と彩度の 嗜好傾向につ い て
一

Studies　on 　Color　Preference　and 　Personality　in　Aging　Research　for　11　Years

　　
−Relationship　between　Personality　and 　Color　Preference　in　Tone　and 　Chroma 一

松 田 　博子 　 Hiroko　Matsuda

名取 和幸　 Kazuyuki 　Natori

破 田野 　智美　Tomomi 　Hatano

カ ラ
ー

コ ン サル タ ン トス タジオ

日本色彩研 究所

立命館大学

Color　Consu正tant　Studio
Japan　Color　Research 　Ins廿tute

Ritsume止 an 　University

キ ー ワー
ド 1 色彩嗜好 ， 性格 ， ト

ー
ン

， 彩度，パ

ーソナ リテ ィ テ ス ト， 大学生

Keywords ： color 　preference ，
　 personality ，　 tone，

chroma ，　 personality　inventory，　 university

studen 七

1．は じめに

　本調 査は色 の 好み と性格特性 と の 関係 を検討す

る研究の 一
環 と して ， 大学生 の 好 きな トーン また

は 彩度 と，矢 田部 ギル フ ォ
ー

ド性格テ ス トの 粗点

との 関係 を分析 したもの で ある．我 々 は ， 色彩嗜

好 に影響す る 「環境的要因 （居住地域 ・調査 を実

施す る季節）」 「個体的要 因 （職業 ・年齢 ）」 「調査

に関す る要囚 （調査場所 ・照明）」 をで きるだ け

統制 し，か つ 「流行に よる影響」 を相殺 するた め

に 5 年に わ た り調査 を実施 し ， そ の 結果 を 2007

年 に 発表 し た ．そ こ で 色の 好み と性格特性 との 間

に，ある程度 の 関係性 が確認 され た ．そ の 後 ， 同

様 の 調査 をさらに 6 年 間継続 して実施 した ，本調

査 はそれ らを合 わせ た 11 年分の 調査デー
タか ら ，

色 の 好 み と性格 特性 との 関係 に つ い て 検討 した

もの で あ る．こ れだ けの 期間，継続 して行 なわれ

た性格特性 と色彩嗜好の 先行研 究は み られ な い ．

なお，今回は 色の 好みの 側面 として トー
ン の 種類

と彩度の レ ベ ル に つ い て 取 り上 げた，

　ま た，近年パ ー
ソ ナ リテ ィ研究で 広 く認知 され

て い る Big　Five とい う考え 方で 採用 され て い る

5 因子 と YG テ ス トとの 関係 に つ い て の 先行研

究 を参考に し，YG テ ス トで得 られた性格特性 と

色 の 好み と Big　Fiveとの 関わ りの 分析 も試み た．

2 ．方法

2．1．調査対象者

　京都また は大阪近郊在住 の 大学生 2023 名 を対

象 と した ．男性 928名 ，女性 1095 名 か ら成 り，

年齢は 18 歳か ら 23 歳 ， 平均 19．5 歳だ っ た ．

2．2．実施日寺其月

　調査 は 2001 〜2011 年 6月 7〜 20 日に実施 した．

2．3．調査 場所

　調査 は対 象者 の 在 学 す る京都また は 大 阪の 大

学の 講義室 で 行 っ た．机上 面照度 は 650ル ク ス 以

上 で あ っ た ．

2．4．提示チャ
ー ト （トーン テ ス ト用）

　  黒板貼 り付 け型 （2001 〜2009 年施行）： N6

の グ レ イ （40x168cm の 画用紙） を背景 に して ，

日本 色研配色カ ー ド175b （17．5× 6．Ocm ）を添付

し， トーン の 異 なる 9 つ の 扇形 の グラデーシ ョ ン

を作成 した．b ・v ・dp ・lt・d ・dk ・p ・ltg・g ト
ーン の 偶数の 色相番号 を 12 色 ， 色相番号順に配

列 し た ．

　   チャ
ー ト型 （2010〜 2011 年施行）：A4 サイ

ズ の 明度 N7 ．8 の グ レ イ を背景に ，   と同 じマ ン

セ ル 値 の 色票 を扇形 に配置 した．

2．5．提示チ ャ
ー

ト （彩度テ ス ト用）

　  黒板貼 り付 け型 （2001 〜2009 年施行）： N6
の グ レ イ （画用紙 40 × 55cm ）を背景 に して FI本
色研標 準カー ド 230 （2．9 × 7，5cm ）を添付 し，3
つ の 彩度の 違 うグ ル

ー
プ を作成 し た ．色相は 4R ・

4YR ・5Y ・3GY ・3G ・3PB ・7P で あ り， 7 色 を

順に縦に配列 した．それぞれ の 色相か ら A 低彩度

（C （ク ロ マ ）＝ 1．0〜2，0），B 中彩度 （C＝5，0〜6．5），

C 高彩度 （C ＝ 10．0〜12．0）に分 けて 配列 した ．各

色相 の 明度差は 1．5 以内で あ り，中明度 色 （V ＝ 4．0
〜7．5）の み を用い て い る．

　  チ ャ
ー

ト型 （2010〜2011 年施行）：A4 サイズ

の 明度 N7 ．8 の グ レ イ を背景に作成 した．色票彩
度は   と同 じマ ン セ ル 値 と し た．

2．6．性格テ ス ト

　矢田部 ギ ル フ ォ
ー ド性格 テ ス ト（YG 性格検査）

の
一

般用 を用い た ．

2．7．手続 き

　 ト
ー

ンテ ス トでは，好きな トーン の グル ープを 1 つ
，

彩度テ ス トで は好きな彩度 の 色グル ープを 1 つ 選

択 させ た ，YG 性格検査は，強制速度法 集団試行

法で行 っ た．

3．結果

　好まれ る トーンや彩度の 程度 に よ り ， 回答者の

YG 性格検査の 各尺度 の 粗点に差 がみ られ た ．こ

れを確認す るため，選択 （選択者 ・非選択者 ）x

性別 （男 ・女）の 2 要因の 分散分析 を行 い
， 結果

を表 1 と表 2 に示 した．

3．1 ト
ー

ン嗜好 と性格 との 関係 （表 1）

　 v ト
ー

ン を好む人には，非抑 うつ 性 ・非劣等感 ・
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表 1．トーン 嗜好 と性 格特性
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表 2．彩 度嗜好 と性格特性

氏
9ノ度

彩度

中彩度 高 彩度

全 体

男性
選 択者 数

女性

選 択者数

Q ．GRT

（T ）

　 83

（DGR ）

　 144

NRTA 　s

　 144NR

　（TA ）

　 198

DNGRIs

　 　 （1 ＞

　 　 703

NR 旦 （旦 工 ）

　 　 751

D 抑 うつ 性　C 気分 の 変化　1劣等感　N 神 経質　0 客 観 性 欠 如

CQ脇調 性欠如　Ag 攻撃的　G 一
般活動 的　R の ん きさ（衝 動的 ・

気軽） T ’思考的外向　A 支配 性 　S 社会的外 向

＊非 選 択者 に 比 し て 選択者 の 得点 が 有意 に 高 い 尺 度名 を

太 宇 （下 線） で，低 い 尺 度名 を斜体 で 示 し た （pく．05）
＊男性

・
女性 の 欄 は，性別 × 選 択 の 交互 作用が認 め られ，

か っ 選 択 の 単 純 主 効果 が 認 め ら れ た 尺 度 を 示 し た

　（ρ＜．05 ）
＊性 別 の 単純主効果 の み が認 め られ た 尺度名 は カ ッ コ 内

　に 示 し た （p 〈．05）

非神経質，攻撃的 ・支配的 ・活動的 ・衝動的 ・思考

的外向 ・社会的外 向の傾 向が認められた，b トーン

を好む人は思考的外向 ・社会的外向で あ り，特に女

性は活動的か っ 衝動的であるこ とが認め られた ．dp

ト
ー

ン は ， 非衝動的 ・思考的内向 ・社会的内向 の 人

に好まれ た．1tト
ー

ン は劣等感 があ り，思考的内向

で 服従的な人が好んだ，d トーン は 思考的内向の 人

に好まれ ，男性 には攻撃性 ， 女性には非活動的 ・非

衝動的 ・思考的内向の 傾向が認め られた．dk ト
ー

ン は，非協調的で支配的な人 に好 まれ，男性には攻

撃的な特性も認 め られ た．p トーン は非攻撃的 ・社

会的内向 ・非衝動的な人が好ん だ．ltg トーン を好

む人は非衝動的であ り，特 に男性 は服従的で杜会的

内向であ っ た．g トーン を好む人は非活動的で あ り，

男性には抑うっ 傾向が認め られた。

3．2　彩度嗜好 と性格 との 関係 （表 2）

　高彩度を好む人は抑 うつ 性 ・神経質傾 向が低 く，

活動的 ・衝動的 ・思考的外向 ・社会的外向の傾 向が

認 め られ た，中彩度 を好む人は ， 神経質で ，服従的 ・

非衝動的 ・思考的内向 ・社会的内向で あ っ た，低彩

度を好む人は，抑 うつ 性が高 く，非活動的 ・思考的

内向 ・非衝動的で あ っ た．

4．考察

　5 年間 の 調査結果 （2007）で は ， 男性 の 色の 好

み （ト
ー

ン と彩度） と性格特性 と の 関連は 女性 の

場合ほ ど顕著で は ない と報告 した ．しか し年数 と

入数を増や した こ とに よ り ， 男女 とも トーン や彩

度 の 嗜好 に よ っ て性 格特性に違い が認 め られ た．

鮮や かで 明 る い b や v トーン は ， 思考的外 向の 男

女に好 まれ，落ち着い た dp トーン や，優 しい It

ト
ー

ン ，穏やか な d トーン は，思考的内向の 男女

に好まれた．淡 い p トーンや ，明るい 灰 みの ltg

ト
ー

ン ，濃 い dp トー ン は非衝動的な男女に，鮮

やか な v ト
ー

ン や暗い dk トーン は支配 的な男女

に好 まれ た ．対照的に ， 服従的な人 は
， 優 し い イ

メ
ージの ltト

ー
ン を好んだ．活動的な人は鮮やか

な v ト
ー

ン を好ん だが ， 非活動的 な人は地味めな

灰 み の g トーン を好んだ．男女共 に， トーン の持

つ イ メ
ージ とそれ を好 む 人 の 性 格が 示 す印象 と

が似て い る よ うに思われる．

　彩度だけの 嗜好に 関して 言えば，男女 とも高彩度

を好む 人 は，v トーン を好む入 とよ く似た傾 向がみ

られ ， 非神経質 ・非抑 うつ 性 ・外向の 傾向が認め ら

れ た ．これ に対 し中彩度 ・低彩度は，神経質 ・抑 う

っ 性 ・内向的な人に好まれ，高彩度を好んだ人 と対

照的で あっ た．なお気分の 変化を表す C 尺度には ，

ト
ーンや彩度の 嗜好 による差が認 め られ なか っ た．

　 また近年個人の パ ーソナ リティ研究 におい ては ，

性格を 5 つ の 因子 によっ て とらえ る Big　Fiveの 考

え方が一
般的にな りつ つ ある．山本 ら （2010 ）は，

「YG 性格検査は Big　Fiveの情動性 （N ）と外向性

（E）を よ り詳細に測定する尺度とい え る」 と結論

づ け て お り ，
これに 即 して 述べ れ ば ， 本調査 の 結果

は ， 色彩嗜好 （トーン と彩度）が情動性 （N ）と外

向性 （E ）に関係 して い るとい えるで あろ う．特に

彩度の 高い色 は情緒が安定した ， 外向的な人が好み ，

中彩度 と低 彩度 は神経質で 内向的な人 が好む傾 向

がある．また トーン の 低彩度は，情動性には関係が

な く， 内向性 の 人が好む こ とも示唆され た．
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